
                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

                                                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  水田用水路清掃の風景 

新年度が始まり、耶麻農業農場部では春の農作業最盛期を迎えています。今年も昨年同様、生徒達が販

売実習でお邪魔することが多々あるかと思いますが、購入して頂ければ幸いと思います。また、5月上旬に

は野菜苗の販売、10月30日に行われます公開文化祭と同時開催の農産物販売、各種イベントでの販売、イ

ンターネット販売などを予定しています。その他の事業では、山都小学校との交流事業や喜多方駅前と市

役所前の花のタワーと花のオブジェ展示を行います。今年は、5月23日に高校生レストランをプロデュース

された岸川氏を招き、講演会を行います。地域の方にも開放しますので、来校をお待ちしています。 

この農場便り「あ・ぐ・り」で今年も農場部の情報発信を行っていきますので、よろしくお願いします。 

作物部門は今年度、水稲、そば(会津のかおり)、サツマイモ、

エゴマの栽培を予定しています。昨年度は特にエゴマ油が好評

で、ネット販売でもすぐに予定完売となってしまい、希望され

ていた方に申し訳ないこととなってしまいました。今年度は予

定量を増やしたいと思います。新たに、今年は会津山都そば協

会と連携した「高校生チャレンジそば屋」を予定しております。

山都のそば祭りで行いますので、多くの皆様にご来場いただき

たいので、よろしくお願い致します。 

 

 

 

作物を中心とした研究で、各作物の生育や品種比較試験など

に取り組んでいます。 

 作物専攻生はそば打ち技能習得に向けて、外部講師による講

習会を実施しています。放課後のそば打ち練習会と合わせて取

り組んで、そば打ち初段位を取得した３年生もいます。 

 今年度の生産計画は、繁殖牛部門では、受胎牛１頭が４月下旬に出

産予定、また昨年産まれた子牛２頭（雄）を出荷（９月・１１月）す

る予定です。肥育牛部門では、６月に３頭（雌）、順調に成育すれば

２月に１頭（雄）を出荷する予定です。 

プロジェクト学習は、３年生は継続研究で《肥育牛の生育調査と飼

料との関係》を題材に一年間調査・研究を行います。２年生も《仔牛

の生育調査を試みて》というテーマで１年間調査・研究を行い、三学

期に行われる校内研究発表大会で充実した発表ができるよう指導し

ていきたいと思います。今年も６月に家畜審査競技が行われる予定で

す。昨年度（優秀賞２名）より良い結果になるよう頑張っていきたい

と思います。 

野菜部門は、各種多様な野菜の栽培・販売実習を行う予

定です。今年度の夏野菜苗の販売会は、５月８日（月）の

１時半から３時（今年度より時間が変更になりました。）

に予定しており、販売会に向けて着々と準備を進めていま

す。温床を増設し、温度管理が徹底できるようになったた

め、苗も順調に成長しています。１１種類３０品種を取り

扱っています。ぜひ多くの皆様においでいただき、ご購入

いただきたいと思います。詳細は町の防災無線「広報やま

と」にてお知らせいたします。 

  今年度もよろしくお願いします。 

今年度の生産計画を説明します。 
花壇用の苗として、マリーゴールド、ペチュニア、サル

ビア、ベゴニア、メランポジュウムなどは合計約７,００
０ポット。鉢物の代表であるシクラメンが４００鉢、カン
ナ・キク・プリムラ類・シネラリア・ニューギニアインパ
チェンスなどは各２００鉢の生産を計画しています。な
お、花壇用苗は、予約受付中ですので、是非ご一報くださ
い。数がそろえば配達もします。 
さらに、平成 23 年から実施している喜多方市役所前と

喜多方駅前のオブジェを、本年度も設置していますので、
近くにおいでの際はお楽しみください。 

今年度の農業クラブは、一致団結を目標に多くの大会（種目）に出場できるように活動しています。 

昨年度は、農業鑑定競技区分農業において、県大会最優秀賞さらに全国大会で優秀賞、また、家畜審査

競技乳牛の部、肉牛の部で県大会優秀賞を獲得しました。５月には各種目競技の校内予選が始まり、代表

者は６月、７月に開催される各種県大会に出場します。東北大会や全国大会に参加できるように、学校全

体で取り組んでいきたいと思います。 

さらに、今年度も町内のゴミ拾いを定期的に実施していく予定です。 
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